








2020 年 5 月 7 日受理 
＊ 情報学部 情報デザイン学科 
『駿遠へ移住した徳川家臣団』における岡田清直・岡田錠次郎の謎（その２） 





明治 3 年 3 月作成、静岡県立図書館所蔵と、第 3 編では、
静岡県史史料編一六、静岡県立中央図書館蔵と記している。 




岡県史 資料編 16 近現代一』（前田氏は「史料編」と記





















































































ている（126 頁）。従って岡田は、明治 2 年 9 月から横須
賀勤番組世話役となり、翌明治 3年 3月時点でも同じ職を
務めていたことが分かる。 




















































































































下隅には「学問所御用製本所 駿府江川町 板元 本屋市




































































































































































































































































～17 の 8 種類に分解できたので、それぞれについて調査
した結果を順に記す。但し、これに関して、前田氏が第 3














版『同方会誌 第七巻』（平成 23 年 9 月 20 日、マツノ書



























 なお、この『静岡県史 資料編 16』には、資料名は異
なるが同類の資料と言えるものとして、他にも「83 静岡
藩職員録（明 3・3 月末）」（105 頁以下。同書の注記にあ
る通り、これは「静岡御役人附」のことである）、「10 浜
松県官員録（明 6年）」（326頁以下）、「32 静岡県職員録
(明 11・5 月）」（355 頁以下）があり、これらの中には岡
田錠次郎、岡田清直の情報が見つかっているが、前田氏の
記す「静岡県官員録」ではないので、ここでは説明は省き、














表３  官員録（西村）の調査結果 
 
№ 検索結果に出てくる情報 永続的識別子 浜松県 静岡県 
1 
官員録 明治７年毎月改正 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779236 × × 
2 
官員録 明治８年１１月改正 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779237 × × 
3 
官員録 明治８年１２月改正 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779238 × × 
4 
官員録 明治９年２月改正 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779239 × × 
5 
官員録 明治９年４月 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/77924 × × 
6 
官員録 明治９年４月改正 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779240 × × 
7 
官員録 明治９年５月 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779242 × × 
8 
官員録 明治９年６月 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/779243 × × 
9 
官員録 改正明治 9 年 6 月 
西村隼太郎 編 西村組出版局  
info:ndljp/pid/1086573 × × 
10 
官員録 明治９年８月 
西村隼太郎 編 西村組出版局 
info:ndljp/pid/779244 × × 
11 
官員録 明治９年９月 




















官員録 改正明治 9 年 11 月 



























官員録 改正明治 10 年 4 月 






























































































































巻』(昭和 51 年 5 月 20 日第一刷発行、昭和 54 年 3 月 1
日改訂第 2刷発行、寺岡書洞。静岡県立中央図書館蔵）の
後半には、省ごとに纏められた明治 4 年 10～12 月の「袖
珍官員録」が 10件以上収められているし、同書・第二巻(昭
和 52年 6月 1日第一刷発行、昭和 55年 3月 1日改訂第二
刷発行、寺岡書洞。静岡県立中央図書館蔵）も同様に、最
初の百頁程を費やして明治 5 年正月 20 日改の「袖珍官員
録」が収録されている。なお、上述した静岡県立中央図書
館所蔵の単体としての『袖珍官員録』も明治 5年のもので

























































県教育新誌社出版、明治 28 年 2 月）である。但し、筆者
はこの画像データの全てを見たが、編者の三輪木の名も、











































ができる。2 点の違いは発行時期で、１つは明治 28 年 1















この内の 1点は明治 28年 1月 28日出版のもので、上記の
国会図書館所蔵のものと同じである。いま 1つの方は国会
図書館に所蔵されていないもので、明治 29 年 3月改正（明

















つの違いは出版時期で、1 つは明治 30 年 6 月改正のもの
(明治 30 年 6 月 29 日出版）、いま 1 つは同年 11 月改正の









あると思われる。2 点の内容は、1 つ目が、明治 33 年 9
月 20 日調（目次の次の本体 1 頁目冒頭）、明治 33 年 10
月 5日出版（奥付）のものである。表紙の下部には「小池
商店発兌」とあり、小池商店は印刷所としてだけでなく、
発行元でもあることが分かる。2 つ目は、明治 35 年 7 月





















































会で、発行時期の詳細は昭和 56年 9月 10日である。ここ
には岡田清直・錠次郎の情報はなかった。 
 
 №19 の『幕末維新人名事典』（昭和 53 年、学芸書林）
も、浜松市立中央図書館の蔵書で確認した。奈良本辰也の
監修により、昭和 53年 4月 10日に発行された資料である。
ここには岡田清直・錠次郎の情報はなかった。なお、浜松
市立中央図書館では同名の別資料が存在していた。宮崎十









る。一番古いものが 1900 年（明治 33 年）刊行のもので、































明治 45年は 7月 30日に明治天皇が崩御し、同日から大
正元年 7月 30日となったので、明治 45年と大正元年は西































 №22 の『明治過去帳』（昭和 46 年、東京美術）は浜松
市立中央図書館の蔵書で確認した。より正確な書誌情報を
記すと、大植四郎編『明治過去帳 物故人名辞典』（昭和






 №23 の『大正過去帳』（昭和 48 年、東京美術）も浜松
市立中央図書館の蔵書を見た。稲村徹元を編集代表とする























名辞書』は第 1巻から第 5巻までの全 5巻本で、奥付の内
容は 5巻とも全て同一である。それによると、本書の発行
に関する情報は、明治 19 年 4 月 15 日初版発行、昭和 12
年 3 月 20 日増訂 11 版発行（これが復刻版の底本）、昭和
49 年 8 月 28日第 1刷発行、の 3種類が記されている。最
後の昭和 49 年のものが復刻版の発行日である。袋井図書
館の蔵書はここまでしか記されていないが、磐田市立中央













史』第 123号、2014年 10月、所収）47頁 
(4)同上 
 
（本稿は 2020年 2月 26日に提出。閲読者の指摘を受け微修正し
た原稿を 5 月 7日に再提出。次年度掲載稿（その 3）に続く） 
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